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(54)【発明の名称】 超音波装置

(57)【要約】
【課題】  振動子素子の間隔を小さくすることなく広視
野角の超音波ホログラフィの再構成像を得ること。
【解決手段】  送波信号に応じた超音波を測定対象に送
波し前記被検体内で反射される反射波を電気信号に変換
する複数の振動子素子が配列される超音波探触子と、前
記振動子素子により変換された受波信号と前記送波信号
とからホログラムを生成するホログラム手段と、前記ホ
ログラムから前記測定対象の断層像を再構成する再構成
手段とを有する超音波装置において、前記超音波探触子
は前記測定対象に超音波を送波する送波用の振動素子と
前記反射波を受波する受波用の超音波振動子とを備え、
前記送波用の振動子素子の配列方向の幅と前記受波用の
振動子素子の配列方向の幅とが異なる幅で形成された。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  送波信号に応じた超音波を測定対象に送
波し前記被検体内で反射される反射波を電気信号に変換
する複数の振動子素子が配列される超音波探触子と、前
記振動子素子により変換された受波信号と前記送波信号
とからホログラムを生成するホログラム手段と、前記ホ
ログラムから前記測定対象の断層像を再構成する再構成
手段とを有する超音波装置において、
前記超音波探触子は前記測定対象に超音波を送波する送
波用の振動素子と、これらの送波用の振動子素子の配列
方向の幅を異ならせた前記反射波を受波する受波用の超
音波振動子とを備えたことを特徴とする超音波装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波装置に関
し、特に、広視野角の超音波断層像の計測に適用して有
効な技術に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来の超音波装置を用いた超音波ホログ
ラフィは、例えば複数個の振動子素子を超音波探触子の
長軸方向に配列し、その内の一の振動子素子から被検体
に超音波を送波する構成となっていた。被検体に送波さ
れた超音波は、被検体内で反射されることとなるが、こ
の反射された超音波（反射波）は送波に用いた振動子素
子を含む複数個の振動子素子により受波する構成となっ
ていた。各振動素子が受波した反射波はその強度に応じ
た電気信号に変換された後に、周知のＡ／Ｄ変換器で受
波データに変換されて、順番に記録される構成となって
いた。この記録された受波データはホログラム手段によ
り読み出され、受波データと送波信号とから超音波探触
子面をホログラム面とするホログラム（干渉縞）が生成
され、このホログラムから再構成手段が再構成像として
断層像を生成する構成となっていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】本発明者は、前記従来
技術を検討した結果、以下の問題点を見いだした。近年
の医療技術や医療機器の進歩により超音波装置も様々な
医療分野への適用が図られており、適用分野の拡大に伴
い様々な要望がなされるようになっている。特に、超音
波装置を用いた超音波ホログラフィに対する要望では、
より広い視野角での超音波ホログラフィが要望されてい
る。前述するように、従来の超音波装置を用いた超音波
ホログラフィでは、再構成像の視野角は振動子素子の間
隔に逆比例する構成となっていたので、より広い視野角
の再構成像を得るためには、振動子素子の間隔を小さく
してより密に配置する必要があった。
【０００４】しかしながら、従来の振動子素子はバッキ
ング材の上面側に圧電素子材を形成し、この圧電素子材
の上面側に音響整合層を形成した後に、短冊状に切断す
ることにより振動子素子を形成していたので、振動子素
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子の間隔を小さくすることは困難であった。
【０００５】本発明の目的は、振動子素子の間隔を小さ
くすることなく広視野角の超音波ホログラフィの再構成
像を得ることが可能な技術を提供することにある。本発
明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細
書の記述及び添付図面によって明らかになるであろう。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、
下記のとおりである。
【０００７】（１）送波信号に応じた超音波を測定対象
に送波し前記被検体内で反射される反射波を電気信号に
変換する複数の振動子素子が配列される超音波探触子
と、前記振動子素子により変換された受波信号と前記送
波信号とからホログラムを生成するホログラム手段と、
前記ホログラムから前記測定対象の断層像を再構成する
再構成手段とを有する超音波装置において、前記超音波
探触子は前記測定対象に超音波を送波する送波用の振動
素子と、これらの送波用の振動子素子の配列方向の幅を
異ならせた前記反射波を受波する受波用の超音波振動子
とを備えた。
【０００８】（２）前述した（１）に記載の超音波装置
において、前記ホログラム手段は、前記各送波用の振動
子素子から順番に超音波を送波して得られた受波信号と
送波信号とから前記送波用の振動子素子毎のホログラム
を生成する手段と、前記送波用の振動子素子位置に対応
して前記送波用の振動子素子毎のホログラムを合成し一
のホログラムを生成する合成手段とを備え、前記再構成
手段は前記合成手段により生成されたホログラムから断
層像を再構成する。
【０００９】（３）前述した（１）もしくは（２）に記
載の超音波装置において、前記送波用の振動子素子は予
め設定された第１の幅の振動素子から形成され、前記受
波用の振動子素子は予め設定された第２の幅の振動素子
から形成される。
【００１０】（４）前述した（１）乃至（３）の内の何
れかに記載の超音波装置において、前記送波用の振動子
素子又は前記受波用の振動子素子は、予め設定された異
なる２以上の幅の振動素子から形成される。
【００１１】前述した手段によれば、超音波の送受波時
に測定対象に超音波を送波する送波用の振動子素子と反
射波を受波する受波用の振動子素子とに分けると共に、
送波用の振動子素子と受波用の振動子素子との配列方向
の幅が異なる振動子素子により超音波探触子を形成す
る。すなわち、送波用と受波用との振動子素子の配列方
向のピッチがそれぞれ異なるピッチとなるように振動子
素子を形成する。
【００１２】従って、例えば各送波用の振動子素子に順
番に送波信号を供給することによって、送波用の振動子
素子の配列方向に超音波探触子を順次移動させた場合と
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同等の超音波の送波が可能となる。このとき、受波用の
振動子素子は、測定対象に送波する超音波ビーム位置に
係わらず超音波探触子が配置された位置で反射波を受波
することとなる。
【００１３】従って、ホログラム手段が各送波用の振動
子素子から順番に超音波を送波して得られた受波信号と
送波信号とから、送波用の振動子素子毎のホログラムを
生成すると共に、送波用の振動子素子位置に対応して送
波用の振動子素子毎のホログラムを合成し一のホログラ
ムを生成することによって、送波用の振動子素子と受波
用の振動子素子とのピッチの比に応じた画素間隔、すな
わち送波用及び受波用の振動子素子の何れのピッチより
も小さい画素間隔のホログラムを生成することができる
ので、振動子素子の間隔を小さくすることなく広視野角
の超音波ホログラフィの再構成像を得ることができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、本発明について、発明の実
施の形態（実施例）とともに図面を参照して詳細に説明
する。なお、発明の実施の形態を説明するための全図に
おいて、同一機能を有するものは同一符号を付け、その
繰り返しの説明は省略する。
【００１５】図１は本発明の実施の形態１の超音波探触
子の概略構成を説明するための正面図であり、１０１は
送波用の振動子素子（送波振動子）、１０２は受波用の
振動子素子（受波振動子）を示す。ただし、以下の説明
では、説明を簡単にするために各受波振動子１０２や送
波振動子１０１を構成するバッキング材や音響整合層は
省略するが、図示しない測定対象と接する部分すなわち
図１の紙面側にはそれぞれ音響整合層が形成されると共
に、受波振動子１０２及び送波振動子１０１の背面側
（図１の紙面奥側）にはバッキング材が形成される構成
となっている。また、送波振動子１０１が３個、受波振
動子１０２が９個の場合について説明するが、これに限
定されることはなく、送波振動子１０１が３個以上であ
り、受波振動子１０２が９個以上の場合についても適用
可能なことはいうまでもない。
【００１６】図１に示すように、実施の形態１の超音波
探触子では、例えば振動子素子の最小加工可能な大きさ
を２αとした場合の送波振動子１０１と受波振動子１０
２とがそれぞれ２αと３αとで配置された場合を示して
いる。特に、実施の形態１の超音波探触子は、超音波の
送受波面側すなわち測定対象に接する側に受波振動子の
配列方向の幅が２αとなる９個の受波振動子１０２を一
列に配置させる構成となっている。また、実施の形態１
の超音波探触子では、９個の受波振動子１０２の中心位
置と送波振動子１０１の中心位置とが一致するように、
配列方向の幅が３αとなる３個の送波振動子１０１を受
波振動子１０２の側面（受波振動子１０２の配列方向で
はない側面）に配置させる構成となっている。このよう
な構成とすることによって、送波振動子１０１と受波振
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動子１０２との間隔の比は３：２となる。ただし、後述
するように、送波振動子１０１と受波振動子１０２との
間隔の比は３：２に限定されることはなく、他の間隔比
でもよく、さらには、基準位置も中心位置に限定される
ものではない。
【００１７】図２は実施の形態１の超音波探触子を用い
て得られた２つのホログラムを合成する際の受波ホログ
ラム面におけるホログラムデータの記録位置（画素位
置）を説明するための図である。ただし、図２では説明
を簡単にするために、送波振動子１０１がＡ１，Ａ２の
２個、受波振動子１０２がＢ１，Ｂ２，Ｂ３の３個の場
合について説明する。また、Ａ１の送波振動子１０１と
Ｂ１の受波振動子１０２との配列位置が同じ場合につい
て説明する。
【００１８】図２に示すように、まず送波振動子１０１
と受波振動子１０２とが同一軸線上に配置されるＡ１の
送波振動子１０１を超音波ホログラフィの照明波源とし
て超音波を送波した場合には、Ｂ１～Ｂ３の各受波振動
子１０２が受波した反射波から得られる受波データから
生成されるホログラムのホログラムデータは、それぞれ
受波ホログラム記録面の位置Ａ１Ｂ１，Ａ１Ｂ２，Ａ１
Ｂ３の各位置に対応する。ただし、受波ホログラム記録
面での位置Ａ１Ｂ１，Ａ１Ｂ２，Ａ１Ｂ３の各ホログラ
ムデータは、Ｂ１～Ｂ３の各受波振動子１０２が受波し
た反射波から生成された受波データとなるので、受波ホ
ログラム記録面でのホログラムデータの位置Ａ１Ｂ１，
Ａ１Ｂ２，Ａ１Ｂ３の間隔は、Ｂ１～Ｂ３の受波振動子
１０２の間隔である２αとなる。
【００１９】次に、Ａ１の送波振動子１０１から３αの
距離離間されたＡ２の送波振動子１０１を超音波ホログ
ラフィの照明波源とした場合には、Ｂ１～Ｂ３の各受波
振動子１０２が受波した反射波から得られる受波データ
から生成されるホログラムデータは、受波ホログラム記
録面上でＡ１の送波振動子１０１から３αの距離離間さ
れた位置Ａ２Ｂ１，Ａ２Ｂ２，Ａ２Ｂ３の各位置に対応
する。ただし、この場合も受波ホログラム記録面での位
置Ａ２Ｂ１，Ａ２Ｂ２，Ａ２Ｂ３の各ホログラムデータ
は、Ｂ１～Ｂ３の各受波振動子１０２が受波した反射波
から生成された受波データとなるので、受波ホログラム
記録面でのホログラムデータの位置Ａ２Ｂ１，Ａ２Ｂ
２，Ａ２Ｂ３の間隔は、Ｂ１～Ｂ３の受波振動子１０２
の間隔である２αとなる。
【００２０】このとき、図２から明らかなように、受波
ホログラム記録面の位置Ａ１Ｂ１とＡ１Ｂ２との間隔、
及び位置Ａ２Ｂ２とＡ２Ｂ３との間隔は、それぞれ受波
振動子１０２の間隔と同じ２αとなる。これに対して、
位置Ａ１Ｂ２とＡ２Ｂ１との間隔、Ａ２Ｂ１とＡ１Ｂ３
との間隔、Ａ１Ｂ３とＡ２Ｂ２との間隔はそれぞれαと
なる。すなわち、Ｂ１～Ｂ３の受波振動子１０２の間隔
よりも小さい間隔でホログラムデータが得られることと
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なる。従って、Ｂ１～Ｂ３の受波振動子１０２の間隔で
ある２αを振動子素子の実用的な加工精度に設定するこ
とによって、その加工精度よりも小さい間隔のホログラ
ムデータを容易に得ることが可能となる。その結果、振
動子素子を形成する際の加工精度を向上させることな
く、ホログラム及びこのホログラムから再構成される再
構成像の視野角を大きくすることが可能となる。
【００２１】図３は実施の形態１の超音波装置の概略構
成を説明するための図であり、３０１は探触子、３０２
は超音波送受波手段、３０３はメモリ手段、３０４は補
間処理手段、３０５は像再生手段、３０６は画像表示手
段を示す。ただし、探触子３０１、メモリ手段３０３、
及び補間処理手段３０４を除く他の手段は、従来の超音
波ホログラフィ機能を有する超音波装置の手段と同様で
ある。従って、以下の説明では、探触子３０１、メモリ
手段３０３、及び補間処理手段３０４について詳細に説
明する。
【００２２】図３において、メモリ手段３０３は例えば
周知のフレームメモリからなり、超音波送受波部から入
力されるデジタルの受波信号（受波データ）をそれぞれ
格納する構成となっている。また、メモリ手段３０３
は、受波データの格納を超音波の送受波毎に行う構成と
なっている。
【００２３】補間処理手段３０４は実施の形態１の超音
波装置を構成する周知の情報処理装置上で動作するプロ
グラムによって実現された手段であり、図示しない操作
卓からの再構成像の表示指示あるいはリアルタイム表示
指示等に基づいて、メモリ手段３０３に格納される受波
データを読み出し、この受波データから送波振動子１０
１毎に受波ホログラム記録面（超音波探触子面）におけ
るホログラムを生成した後に、このホログラムを合成し
て一のホログラムを生成する手段である。
【００２４】以下、図３に基づいて、実施の形態１の超
音波装置の構成及び超音波ホログラフィによる再構成像
の生成動作を説明する。
【００２５】実施の形態１の超音波装置は、図示しない
操作卓から入力された送波条件に基づいて、探触子３０
１に配列される送波振動子１０１に供給する送波信号を
生成する超音波送受波手段３０２を備える構成となって
いる。また、超音波送受波手段３０２は図示しない各受
波振動子１０２から出力される受波信号をそれぞれ増幅
した後に、図示しないＡ／Ｄ変換器により増幅後の受波
信号をデジタル信号（受波データ）に変換し、メモリ手
段３０３に出力する。
【００２６】ここで、図２に示すように、例えば２個の
送波振動子１０１で交互に超音波の送波がなされる場合
には、メモリ手段３０３は、まず、Ａ１の送波振動子１
０１から図示しない測定対象に超音波を送波して得られ
た受波振動子１０２毎の受波データをＢ１～Ｂ３の受波
振動子１０２毎に格納する。次に、メモリ手段３０３
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は、Ａ２の送波振動子１０１から測定対象に超音波を送
波して得られた受波振動子１０２毎の受波データをＢ１
～Ｂ３の受波振動子１０２毎に格納する。このように、
格納動作を超音波の送受波毎すなわち送波振動子１０１
毎に行うことにより、超音波の送受波毎に受波振動子１
０２毎の受波データをそれぞれ格納する。
【００２７】ただし、図３中に示すＦ／Ｍ（Ａ１）～Ｆ
／Ａ（Ａｎ）は、超音波送受波毎の受波データの格納の
様子を示したものである。従って、図２に示す場合のよ
うに、Ａ１，Ａ２の送波振動子１０１からそれぞれ１回
ずつ送波した超音波で得られた受波データのみを格納す
る場合には、Ｆ／Ｍ（Ａ１）にＡ１の送波振動子１０１
から超音波を送波して得られた受波データが格納され、
Ｆ／Ａ（Ａ２）にＡ２の送波振動子１０１から超音波を
送波して得られた受波データが格納される。
【００２８】メモリ手段３０３に受波データが格納され
ると、補間処理手段３０４は超音波の送受波毎にメモリ
手段３０３から受波データを読み出し、この読み出した
受波データと送波振動子１０１に供給した送波信号の情
報とに基づいて、送受波毎すなわち送波振動子１０１毎
のホログラムを順次生成する。なお、受波データと送波
信号の情報とからホログラムを生成する手順は周知の技
術となるので、詳細な説明は省略する。
【００２９】全ての送波振動子１０１による超音波の送
受波が終了すると、補間処理手段３０４は生成されたホ
ログラムとそのホログラム毎の送波振動子１０１の位置
情報とに基づいてホログラムを合成し、１枚のホログラ
ムを生成する。すなわち、実施の形態１の補間処理手段
３０４は、Ａ１～Ａｎのｎ個の送波振動子１０１から送
波して得られたＦ／Ｍ（Ａ１）～Ｆ／Ｍ（Ａｎ）に格納
される複数フレーム分のフレームデータ（ホログラムデ
ータ）から一のフレームデータ（ホログラムデータ）を
得る。このとき、実施の形態１の補間処理手段３０４
は、ホログラムデータを前述する図２に示すように並び
替えることによって合成されたホログラムを生成すると
共に、間隔がαよりも大きくなってしまう位置Ａ１Ｂ
１，Ａ２Ｂ３のホログラムデータを除く他のホログラム
データからなるホログラムを、合成されたホログラムと
して像再生手段３０５に出力する。ただし、実施の形態
１の超音波装置では、送波振動子１０１及び受波振動子
１０２の位置情報は、例えば当該超音波装置に取り付け
られた探触子１０１の種別を検出する周知の自動検出機
構で検出された探触子種別に基づき、補間処理手段３０
４が図示しない探触子情報の格納手段から送波振動子１
０１及び受波振動子１０２の素子数と振動子素子間隔と
を取得することにより得る構成となっている。
【００３０】補間処理手段３０４から合成されたホログ
ラムが入力された像再生手段３０５は、例えば合成され
たホログラムをフーリエ変換して計測位置における空間
周波数スペクトルを演算した後に、得られた空間周波数
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スペクトルを逆フーリエ変換することにより再構成像と
なる断層像を生成し、画像表示手段３０６の表示面上に
表示させる。
【００３１】このとき、実施の形態１の超音波装置で
は、ホログラムデータの間隔が送波振動子１０１及び受
波振動子１０２の間隔２α，３αよりも小さいαとなる
ので、振動子の間隔を小さくすることなく広視野角の超
音波ホログラフィの再構成像を得ることができる。
【００３２】また、前述した間隔αを振動子素子の実用
的な加工精度に設定することによって、断層像の視野角
を小さくすることなく送波振動子１０１及び受波振動子
１０２の幅を大きくすることが可能となるので、振動子
素子１０１，１０２の形成に要する負担を低減させるこ
とができる。さらには、送波振動子１０１及び受波振動
子１０２の幅すなわち送受波方向の面積を大きくするこ
とができるので、送波時における送波効率、及び反射波
の受波時における受波効率（ゲイン）を大きくすること
ができ、その結果として、再構成像である断層像の画質
を向上させることが可能となる。
【００３３】ただし、本実施の形態１の超音波装置で
は、使用しないホログラムデータが２個すなわち最も効
率的に振動子素子を配列することが可能となる３：２の
割合となるように、送波振動子１０１と受波振動子１０
２との配列方向の幅を形成した場合について説明した
が、例えば、図４の（ａ）に示すように、送波振動子１
０１と受波振動子１０２との配列方向の幅が２：３とな
るように形成した場合でも３：２の場合と同じ効果が得
られることはいうまでもない。ただし、図４の（ａ）は
送波振動子１０１の中心位置から隣接する送波振動子１
０１の中心位置までの距離が２αとなる送波振動子１０
１を３個形成し、受波振動子１０２の中心位置から隣接
する受波振動子１０２の中心位置までの距離が３αとな
る受波振動子１０２を４個形成した場合の受波ホログラ
ム面におけるホログラムデータの間隔αを示したもので
ある。
【００３４】また、図４の（ｂ）に示すように、送波振
動子１０１と受波振動子１０２との配列方向の幅が２：
５となるように形成した場合でも、間隔の狭い側の振動
子間隔よりも狭いデータ間隔のホログラムが得られる。
ただし、図４の（ｂ）は送波振動子１０１の中心位置か
ら隣接する送波振動子１０１の中心位置までの距離が２
αとなる送波振動子１０１を５個形成し、受波振動子１
０２の中心位置から隣接する受波振動子１０２の中心位
置までの距離が５αとなる受波振動子１０２を２個形成
した場合の受波ホログラム面におけるホログラムデータ
の間隔αを示したものである。
【００３５】また、送波振動子１０１と受波振動子１０
２との配列方向の幅に比は、５：２や７：２等の他の比
率でもよいことはいうまでもない。
【００３６】以上説明したように、実施の形態１の超音
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波装置は、超音波の送受波時に測定対象に超音波を送波
する送波振動子１０１と、反射波を受波する受波振動子
１０２とに振動子素子を分けると共に、送波振動子１０
１と受波振動子１０２との配列方向の幅が異なる振動子
素子により超音波探触子を形成する。すなわち、送波振
動子１０１と受波振動子素子１０２との配列方向のピッ
チがそれぞれ異なるピッチとなるように振動子素子を形
成する。
【００３７】このように探触子２０１を構成することに
よって、例えば各送波振動子１０１に順番に送波信号を
供給することによって、送波振動子１０１の配列方向に
超音波探触子を順次移動させた場合と同等の超音波の送
波が可能となる。このとき、受波振動子１０２は、測定
対象に送波する超音波ビーム位置に係わらず超音波探触
子が配置された位置で反射波を受波することとなる。
【００３８】従って、ホログラム手段となる補間処理手
段３０４が、各送波振動子１０１から順番に超音波を送
波して得られた受波データと送波信号の情報とから、送
波振動子１０１毎のホログラムを生成すると共に、送波
振動子１０１位置に対応して送波振動子１０１毎のホロ
グラムを合成し一のホログラムを生成することによっ
て、送波振動子１０１と受波振動子１０２とのピッチに
応じて、送波振動子１０１用及び受波振動子１０２の何
れのピッチよりも小さい画素間隔（データ間隔）のホロ
グラムを生成することができるので、振動子素子１０
１，１０２の間隔を小さくすることなく広視野角の超音
波ホログラフィの再構成像である断層像を得ることがで
きる。その結果、一度の超音波計測で得られる計測範囲
が大きくなるので、診断効率を向上させることができ
る。
【００３９】なお、実施の形態１の超音波装置では、補
間処理手段３０４は、図２に示す受波データの内で位置
Ａ１Ｂ１及びＡ２Ｂ３でのホログラムデータを除く他の
ホログラムデータを像再生手段３０５に出力する構成と
したが、位置Ａ１Ｂ１及び位置Ａ２Ｂ３も出力する構成
としてもよく、さらには、位置Ａ１Ｂ１と位置Ａ１Ｂ２
及び位置Ａ２Ｂ２と位置Ａ２Ｂ３のホログラムデータか
らそれぞれの中間位置のホログラムデータを周知の補間
演算により求めることによって、全てのホログラムデー
タを一のフレームデータとして像再生手段３０５に出力
する構成としてもよいことはいうまでもない。
【００４０】また、実施の形態１では、送波振動子１０
１と受波振動子１０２との並びの開始位置を揃えた場合
について説明したが、図１に示すように中心位置を揃え
た場合であっても、受波ホログラム面でのホログラムデ
ータの中心位置が異なるのみで、ホログラムデータの間
隔はαとなる。従って、送波振動子１０１と受波振動子
１０２との相対的な位置は、視野角すなわち受波信号の
密度に影響を与えるものではなく、前述した効果を得ら
れることはいうまでもない。
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【００４１】（実施の形態２）図５は本願発明の実施の
形態２の超音波装置における探触子の振動子素子の配列
を説明するための図である。ただし、図５の（ａ）は受
波振動子が異なる２つのピッチで形成された図であり、
図５の（ｂ）は送波振動子が異なる２つのピッチで形成
された図である。また、実施の形態２の超音波装置は、
探触子３０１に形成される送波振動子１０１及び受波振
動子１０２のピッチを除く他の構成は、実施の形態１の
超音波装置と同じ構成である。従って、以下の説明で
は、実施の形態１の超音波装置と構成が異なる探触子３
０１についてのみ詳細に説明する。
【００４２】図５の（ａ）に示すように、隣接する受波
振動子１０２のピッチ間隔を３αと５αとの２つの異な
る間隔に設定すると共に、送波振動子１０１のピッチ間
隔を受波振動子１０２のピッチ間隔と異なる間隔である
２αに設定する。このように、受波振動子１０２を異な
る２つのピッチで配列される振動子素子で形成すること
によって、補間処理手段３０４がそれぞれの送波振動子
１０１の位置で得られた受波データからホログラムを形
成した後に、各ホログラムを合成することにより、受波
振動子１０２のピッチ間隔３α，５α及び送波振動子１
０１のピッチ間隔２αよりも小さいピッチ間隔であるα
のホログラムデータを形成することができる。従って、
実施の形態１の超音波装置と同様の効果を得ることがで
きる。
【００４３】また、図５の（ｂ）に示すように、隣接す
る送波振動子１０１のピッチ間隔を２αと５αとの２つ
の異なる間隔に設定すると共に、受波振動子１０２のピ
ッチ間隔を送波振動子１０１のピッチ間隔と異なる間隔
である３αに設定する。このように、送波振動子１０１
を異なる２つのピッチで配列される振動子素子で形成し
た場合であっても、補間処理手段３０４がそれぞれの送
波振動子１０１の位置で得られた受波データからホログ
ラムを形成した後に、各ホログラムを合成することによ
り、送波振動子１０１のピッチ間隔２α，５α及び受波
振動子１０２のピッチ間隔３αよりも小さいピッチ間隔
であるαのホログラムデータを形成することができる。
従って、実施の形態１の超音波装置と同様の効果を得る
ことができる。なお、実施の形態１，２の超音波装置
は、測定対象が人体となる診断用の超音波装置に特に適
するものである。 *
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*【００４４】以上、本発明者によってなされた発明を、
前記発明の実施の形態に基づき具体的に説明したが、本
発明は、前記発明の実施の形態に限定されるものではな
く、その要旨を逸脱しない範囲において種々変更可能で
あることは勿論である。
【００４５】
【発明の効果】本願において開示される発明のうち代表
的なものによって得られる効果を簡単に説明すれば、下
記の通りである。
【００４６】（１）、振動子素子の間隔を小さくするこ
となく広視野角の超音波ホログラフィの再構成像を得る
ことができる。
（２）断層像の視野角を小さくすることなく、振動子素
子の形成に要する負担を低減させることができる。
（３）、送波時における送波効率、及び反射波の受波時
における受波効率（ゲイン）を大きくすることができ
る。
（４）、再構成像である断層像の画質を向上させること
ができる。
（５）診断効率を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１の超音波探触子の概略構
成を説明するための正面図である。
【図２】実施の形態１の超音波探触子を用いて得られた
２つのホログラムを合成する際の受波ホログラム面にお
けるホログラムデータの記録位置を説明するための図で
ある。
【図３】実施の形態１の超音波装置の概略構成を説明す
るための図である。
【図４】実施の形態１の超音波探触子における振動子素
子の他の配列で得られたホログラムを合成する際の受波
ホログラム面におけるホログラムデータの記録位置を説
明するための図である。
【図５】本願発明の実施の形態２の超音波装置における
探触子の振動子素子の配列を説明するための図である。
【符号の説明】
１０１…送波振動子、１０２…受波振動子、３０１…探
触子、３０２…超音波送受波手段、３０３…メモリ手
段、３０４…補間処理手段、３０５…像再生手段、３０
６…画像表示手段

【図１】
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摘要(译)

要解决的问题：获得宽视场角超声全息术的重建图像，而不减少振动器
元件的间隔。解决方案：在具有超声波探头的超声波设备中，其中布置
有多个振动器元件，其根据传输信号将超声波发送到测量对象并且转换
在被检者电子信号的体内反射的反射波，所以产生全息图装置根据由振
动器元件和传输信号转换的接收信号的全息图，以及重建装置，从全息
图重建测量对象的断层图像，超声波探头具有将超声波发送到测量对象
的发送振动器元件和接收超声波振动器接收反射波。在布置方向上的发
送振动器元件的宽度和在布置方向上的接收振动器元件的宽度不同地形
成。
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